
北海道土地改良事業団体連合会 会報

道民の財産、「水」「土」「里」を次代へ引き継ごう　
　「水
み

土
ど

里
り

ネット北海道」は北海道土地改良事業団体連合会の愛称です　

！
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（隔月 1回発行　令和 5年10月30日発行）

　北海土地改良区と疏水ほっかい愛護連絡協議会（北海幹線用水路周辺の建設業者で構成）は10月12日、構成団体のほか、札幌開発建設
部や空知総合振興局などから合わせて113人が参加し、岩見沢市栗沢町で北海幹線用水路沿いにサクラの植樹をするとともに周辺の草刈
りをし、景観整備に取組んだ。 （写真提供：北海土地改良区）

サクラの植樹と草刈りで景観整備

C O N T E N T S
●「令和4年度決算、5年度補正予算」などを承認
本会臨時総会    ❷

●農業生産基盤の整備に必要な
　予算総額の確保等を要請
財務省、農水省、国交省、道選出国会議員等に    ❸

●令和6年度北海道農業農村整備事業の概算要求
952億円（前年度比19.8％増）を要求    ❺

●第45回全国土地改良大会福井大会
全国から約4,000名が結集、うち北海道から254名が参加    ❽

●新役員の紹介    ❺
●土地改良区の女性理事登用に向けて
　土地改良団体における男女共同参画推進研修会    ❻
●「水活交付金の見直しに伴う影響等」について意見交換
　第1回土地改良区委員会    ❼
●片山氏（ニセコ町長）　竹中氏（上士幌町長）が
　農水省農村振興局長表彰
　岩崎氏（北見土地改良区理事長）が全土連会長表彰    10
●北海道農業の更なる発展に向けた検討課題などを考える
　職員部会全道研修会    11
●道内全域の「筆界データ」が確認可能です
　― 水土里情報システムのご案内 ―    12
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「
必
要
な
予
算
の
確
保
に
全
力
で
対
応
」

菊
地
会
長
が
挨
拶
で

　

冒
頭
、
挨
拶
に

立
っ
た
菊
地
博
会

長
は
、
会
員
並
び

に
来
賓
の
出
席
へ

の
お
礼
を
述
べ
た

の
ち
、
国
費
予
算
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い

て
、「
７
月
25
日
に
令
和
６
年
度
国
費
予
算

の
概
算
要
求
基
準
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
現

在
、
予
算
の
と
り
ま
と
め
が
大
詰
め
を
迎
え

て
い
る
が
、
本
道
農
業
の
振
興
・
発
展
に
必

要
な
施
策
、
十
分
な
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
る

こ
と
を
強
く
願
う
。
世
界
の
食
料
需
給
等
を

め
ぐ
る
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
て
い
る
中
で
、

我
が
国
の
食
料
安
全
保
障
に
最
大
限
寄
与
す

る
北
海
道
農
業
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く

た
め
に
は
、
そ
の
礎
と
な
る
農
業
農
村
整
備

事
業
の
計
画
的
か
つ
着
実
な
推
進
が
不
可
欠

で
あ
る
。
年
末
に
予
定
さ
れ
て
い
る
予
算
の

概
算
決
定
に
向
け
て
関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
必
要
な
予
算
の
確
保
に

全
力
で
対
応
し
て
い
く
」と
述
べ
、会
員
団
体

の
一
層
の
支
援
・
協
力
を
求
め
た
。
ま
た
、

水
田
の
畑
地
化
促
進
に
係
る
動
き
に
つ
い

て
、「
道
農
政
部
を
は
じ
め
本
会
な
ど
道
内

10
機
関
・
団
体
で
構
成
す
る
連
絡
会
議
で
、

オ
ー
ル
北
海
道
と
し
て
の
要
望
事
項
を
と
り

ま
と
め
、
水
田
活
用
の
交
付
金
の
安
定
的
な

制
度
運
用
と
必
要
な
予
算
の
確
保
な
ど
に
つ

い
て
、
国
に
要
請
し
た
と
こ
ろ
。
本
会
と
し

て
は
、
引
き
続
き
、
現
場
で
起
こ
る
課
題
な

ど
を
検
証
し
た
う
え
で
、
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
よ
う
、
訴
え
て
参
る
」
と
述
べ
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
都
道
府
県
土
地
改
良
事

業
団
体
連
合
会
会
長
会
議
顧
問
の
進
藤
金
日

子
参
議
院
議
員
、
道
議
会
の
冨
原
亮
議
長
、

道
開
発
局
農
業
水
産
部
の
細
井
俊
宏
部
長
、

道
農
政
部
農
村
振
興
局
の
髙
崎
悟
局
長
が
挨

拶
に
立
ち
、
本
会
事
業
の
取
組
と
農
業
農
村

整
備
の
円
滑
な
推
進
、
地
域
農
業
の
振
興
・

発
展
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

議
事
で
は
、
当
別
土
地
改
良
区
の
宮
本
敏

治
理
事
長
を
議
長
に
選
出
し
、
土
地
改
良
事

業
に
関
す
る
技
術
的
な
指
導
そ
の
他
の
援
助

及
び
協
力
、
土
地
改
良
事
業
関
係
の
金
融
改

善
な
ど
の
令
和
４
年
度
事
業
報
告
と
そ
れ
に

基
づ
く
49
億
５
千
２
百
万
円
の
収
支
決
算
、

当
期
一
般
正
味
財
産
１
億
円
増
と
な
る
財
務

諸
表
お
よ
び
、
２
億
３
千
万
円
を
追
加
計
上

す
る
５
年
度
補
正
予
算
を
原
案
ど
お
り
承
認

し
た
。

　

ま
た
、定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
、国
の

「
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
及
び

「
土
地
改
良
長
期
計
画
」
に
お
け
る
土
地
改

良
区
等
の
女
性
参
画
目
標
を
踏
ま
え
、
本
会

の
女
性
役
員
の
登
用
に
つ
い
て
、
必
要
な
事

項
を
定
め
、
こ
れ
を
原
案
ど
お
り
承
認
し

た
。

　

最
後
に
、
理
事
及
び
監
事
の
欠
員
に
伴
う

補
欠
選
任
で
は
、
理
事
に
空
知
支
部
か
ら
阪

口
氏
、
Ｊ
Ａ
枠
か
ら
川
村
氏
、
監
事
に
空
知

支
部
か
ら
長
井
氏
を
選
任
し
た
。

「令和４年度決算、５年度補正予算」などを承認
　

本
会
は
８
月
25
日
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
令
和
５
年
度
臨
時
総
会

を
開
い
た
＝
写
真
。
令
和
４
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
令
和
５

年
度
補
正
予
算
を
提
案
ど
お
り
承
認
し
た
ほ
か
、
役
員
の
補
欠
選
任
で

は
、
理
事
に
阪
口
徳
幸
氏
（
新
十
津
川
土
地
改
良
区
理
事
長
）、
川
村

義
宏
氏
（
北
石
狩
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
）、
監
事
に
長
井

眞
一
氏
（
北
海
土
地
改
良
区
理
事
長
）
の
３
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

本会臨時総会

来賓に進藤参議院議員、冨原道議会議長らを迎え
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本
会
は
９
月
27
日
・
28
日
の
両
日
、
令
和

５
年
度
補
正
予
算
及
び
６
年
度
当
初
予
算
の

確
保
及
び
必
要
な
施
策
を
求
め
、
財
務
省
、

農
水
省
、
国
交
省
、
道
選
出
国
会
議
員
等
に

対
し
要
請
活
動
を
実
施
。
食
料
安
全
保
障
の

強
化
に
寄
与
す
る
農
業
農
村
整
備
関
係
予
算

の
確
保
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
や
国
土
強
靱

化
対
策
な
ど
の
着
実
な
推
進
、
水
田
の
畑
地

化
促
進
に
必
要
な
支
援
な
ど
必
要
な
予
算
の

確
保
と
制
度
の
充
実
を
強
く
求
め
た
。ま
た
、

要
請
と
あ
わ
せ
て
、
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
た

北
海
道
で
、
畑
地
か
ん
が
い
が
玉
ね
ぎ
等
の

生
育
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
た
事
例
な
ど

を
動
画
映
像
で
紹
介
し
た
。

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
必
要
な

　
　
　
　

予
算
総
額
の
確
保
等
を
要
請

令
和
６
年
度
国
費
予
算
に
向
け財

務
省
、農
水
省
、国
交
省
、道
選
出
国
会
議
員
等
に

　

要
請
で
は
、
菊
地
博
会
長
、
德
永
哲
雄
副

会
長
を
は
じ
め
、
農
業
農
村
整
備
推
進
委
員

会
を
代
表
し
て
、
榎
本
好
男
上
川
支
部
長
、

河
村
康
英
渡
島
支
部
長
、
浜
田
正
利
十
勝
支

部
長
ら
が
参
加
。「
生
産
基
盤
の
整
備
等
を

求
め
る
全
道
の
多
く
の
地
域
要
望
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
令
和
６
年
度
予
算
編

成
に
当
た
り
、
当
初
予
算
を
は
じ
め
と
し
た

予
算
総
額
の
確
保
」
を
訴
え
、
①
食
料
安
全

保
障
の
強
化
等
に
寄
与
す
る
農
業
農
村
整
備

関
係
予
算
の
確
保
②
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
や

国
土
強
靭
化
対
策
な
ど
の
着
実
な
推
進
③
水

田
の
畑
地
化
促
進
に
必
要
な
支
援
④
土
地
改

良
区
の
運
営
基
盤
の
強
化
に
対
す
る
支
援
の

実
現
を
求
め
た
。

　

財
務
省
で
は
、
瀬
戸
隆
一
大
臣
政
務
官
と

漆
畑
有
浩
主
計
局
主
計
官
へ
要
請
。
要
請
に

対
し
瀬
戸
政
務
官
は
、「
物
価
高
騰
の
影
響

で
、
資
機
材
な
ど
の
価
格
が
上
が
り
、
事
業

費
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
話
は
聞
い
て

い
る
。
対
策
を
講
じ
て
い
け
る
よ
う
努
力
す

る
」
と
応
え
た
。

　

ま
た
、農
林
水
産
省
の
鈴
木
憲
和
副
大
臣
、

長
井
俊
彦
農
村
振
興
局
長
、
青
山
健
治
農
村

振
興
局
次
長
に
要
請
。
鈴
木
副
大
臣
は
「
補

正
予
算
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
予

算
を
取
っ
て
い
き
た
い
」、長
井
局
長
は
「
電

気
料
金
高
騰
対
策
の
６
年
度
分
の
予
算
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
財
務
省
と
協
議
を
し
て

い
く
」、
青
山
次
長
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
対
策

も
含
め
て
、
財
務
省
と
協
議
を
行
い
、
し
っ

か
り
と
予
算
を
確
保
し
た
い
。
皆
さ
ん
の
声

が
後
押
し
に
な
る
」
と
述
べ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
で
は
橋
本
幸
北

海
道
局
長
、
坂
場
武
彦
官
房
審
議
官
、
田
村

公
一
官
房
審
議
官
、
遠
藤
知
庸
農
林
水
産
課

長
と
面
談
し
、
必
要
な
予
算
の
確
保
等
を
求

め
た
。

　

ま
た
、道
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
請
で
は
、

武
部
新
衆
議
院
議
員
は
「
経
済
対
策
で
国
土

強
靭
化
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
必
要
な
予
算
は
確
保
で

き
る
よ
う
努
力
す
る
」、
長
谷
川
岳
参
議
院

議
員
は
「
農
業
基
盤
整
備
事
業
は
、
し
っ
か

り
や
っ
て
い
く
」
と
応
え
、
要
請
内
容
に
対

す
る
理
解
を
得
た
。

      瀬戸財務大臣政務官へ要請する本会代表者（9月27日）

          鈴木副大臣へ要請する本会代表者（9月28日）

        武部衆議院議員へ要請する本会代表者（9月27日）
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　北海道の農業・農村は、積雪寒冷な気象や特殊土壌など厳しい生産条件を、農業者のたゆまぬ努力と土地改良の
積み重ねにより克服し、本道の社会・経済を支える基幹産業として発展を続け、安全・安心な食料の安定供給や国
土の保全などに重要な役割を担ってきました。

　しかしながら、近年、農村地域の高齢化や人口減少、自然災害の頻発・激甚化に加え、世界的な食料情勢の変化
や気象変動などに伴い、我が国の食料・農業・農村を巡る情勢は大きく変化しており、食料安全保障の強化が喫緊
の課題となっています。

　このような中、国は現在、食料安全保障の強化をはじめとした今日的な課題に対応するため、農政の根幹である
食料・農業・農村基本法の見直しに向けた検討を進めておりますが、我が国の食と農業を取り巻く厳しい状況を踏
まえ、新たな基本法が、食に対する国民の不安を解消するとともに、農業者が意欲と希望を持って営農に取り組め
るものとなることが期待されます。

　大規模で専業的な農業が展開されている本道の農業・農村が引き続き発展し、国民への食料の安定供給に一層貢
献していくためには、飛躍的な生産性の向上が期待できるスマート農業の推進や、高品質・高収益な作物の生産拡
大、農村地域の防災・減災を進めていく必要があり、その礎となる農地の大区画化や排水改良、農業水利施設の整
備・保全などを進める農業農村整備事業の着実な推進が不可欠であります。

　つきましては、地域の要望に即した農業生産基盤の整備を計画的に推進するため、建設資材価格の高騰や建設事
業者等の賃上げなども踏まえて、令和６年度当初予算をはじめ必要な予算総額の安定確保等を要請します。

記

１．食料安全保障の強化等に寄与する農業農村整備関係予算の確保
　農業の生産力・競争力や食料安全保障の強化に向けて、農地や農業水利施設、農道の整備・保全など、農業生産
基盤の整備を計画的かつ着実に推進できるよう、物価高騰などの影響も踏まえ、当初予算をはじめとした必要な予
算総額と新規採択枠を確保すること
    
２．TPP等関連政策や国土強靭化対策などの着実な推進
　「総合的なTPP等関連政策」や「防災・減災、国土強靭化のための五か年加速化対策」に基づく政策を引き続き
進めるとともに、「食料・農業・農村政策の新たな展開方向」を踏まえた「食料安全保障強化政策」を着実に推進す
るため、必要な予算の確保と制度の充実を図ること
  
３．水田の畑地化促進に必要な支援
　水田の畑地化促進に当たっては、土地改良事業の推進や土地改良区運営など、地域農業にとって大きな影響が懸
念されることから、引き続き、現場の実情を踏まえて必要な措置を講じること
    
４．土地改良区の運営基盤の強化に対する支援
　土地改良区の運営基盤の強化に資する支援を継続するとともに、燃料価格や電気料金が高騰する状況下において
も安定的な用水供給等が可能となるよう対策を推進すること

　　　　　令和５年９月
北海道土地改良事業団体連合会　　
　　　会長理事　菊　地　　博　　

農業農村整備事業の推進等を求める
要　　　　請　　　　書

９月27日～28日の要請活動で、説明に使用した動画はこちらから
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９
５
２
億
円（
前
年
度
比
19・
８
％
増
）を
要
求

令
和
６
年
度
北
海
道
農
業
農
村
整
備
事
業
の
概
算
要
求

 

農
業
農
村
整
備
、農
業
水
利
施
設
の
戦
略
的
な
保
全
管
理
、防
災
・
減
災
対
策
、農
村
整
備

　

農
林
水
産
省
は
８
月
31
日
、
令
和
６
年
度

農
林
水
産
予
算
概
算
要
求
を
ま
と
め
た
。
農

業
農
村
整
備
関
係
予
算
の
総
額
は
、
５
年
度

当
初
予
算
比
19
・
８
％
増
の
５
３
３
８
億
円

を
要
求
。
農
業
農
村
整
備
事
業
と
し
て
、
同

比
19
・
８
％
増
の
３
９
８
０
億
円
、
農
山
漁

村
地
域
整
備
交
付
金
の
う
ち
農
業
農
村
整
備

分
と
し
て
、
同
比
19
・
０
％
増
の
７
０
３
億

円
な
ど
を
計
上
し
た
。

　

北
海
道
分
の
農
業
農
村
整
備
事
業
要
求
額

は
、
同
比
19
・
８
％
増
の
９
５
２
億
円
。
ま

た
、
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
で
は
、
農

業
、
水
産
、
林
務
の
合
計
で
同
比
19
・
０
％

増
の
１
０
６
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
、「
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」

に
係
る
経
費
、「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連

政
策
大
綱
」
を
踏
ま
え
た
農
林
水
産
分
野
に

お
け
る
経
費
、「
食
料
安
全
保
障
強
化
政
策

大
綱
」
を
踏
ま
え
た
食
料
安
全
保
障
の
強
化

に
向
け
た
対
応
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、

予
算
編
成
過
程
で
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

　

本
会
と
し
て
は
、
今
後
の
情
勢
を
注
視
し

つ
つ
12
月
末
の
概
算
決
定
に
向
け
て
、
農
業

農
村
整
備
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
必
要
な
予

算
が
確
保
で
き
る
よ
う
的
確
な
対
応
を
行
っ

て
い
く
。

　

農
水
省
農
村
振
興
局
で
は
、
農
業
農
村
整

備
事
業
の
柱
を
農
業
競
争
力
強
化
対
策
と
国

土
強
靭
化
対
策
と
し
て
、
①
農
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
農
業
生
産
基
盤
整
備
②
農
業

水
利
施
設
の
戦
略
的
な
保
全
管
理
、
防
災
・

減
災
対
策
③
農
村
整
備
―
を
掲
げ
て
い
る
。

　

①
で
は
、
水
田
の
汎
用
化
・
畑
地
化
や
農

地
の
大
区
画
化
等
の
基
盤
整
備
を
実
施
し
、

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
等
に
よ

り
、
新
た
な
農
業
水
利
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等

を
推
進
。
②
で
は
、農
業
水
利
施
設
の
更
新
・

長
寿
命
化
、
省
エ
ネ
化
・
再
エ
ネ
利
用
、
省

力
化
等
に
よ
る
適
切
な
保
全
管
理
、
農
地
の

湛
水
防
止
対
策
、
た
め
池
の
防
災
・
減
災
対

策
、
流
域
治
水
対
策
等
を
推
進
。
③
で
は
、

農
道
や
集
落
排
水
施
設
、
地
域
資
源
利
活
用

施
設
の
整
備
等
を
推
進
す
る
―
と
し
て
い
る
。

新
役
員
の
紹
介

　

８
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会
臨
時

総
会
で
役
員
の
補
欠
選
任
が
行
わ
れ
、

理
事
に
空
知
管
内
新
十
津
川
土
地
改
良

区
理
事
長
の
阪
口
徳
幸
氏
、
Ｊ
Ａ
代
表

と
し
て
石
狩
管
内
北
石
狩
農
業
協
同
組

合
代
表
理
事
組
合
長
の
川
村
義
宏
氏
、

監
事
に
空
知
管
内
北
海
土
地
改
良
区
理

事
長
の
長
井
眞
一
氏
が
選
任
さ
れ
、
同

日
付
で
就
任
し
た
。

監事
長井　眞一
（北海土地改良区理事長）

理事
川村　義宏
（北石狩農業協同組合
代表理事組合長）

理事
阪口　徳幸
（新十津川土地改良区理事長)

競
争
力
強
化
・
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

農
業
農
村
整
備
の
計
画
的
な
推
進

農林水産予算概算要求の概要
1　農業農村整備事業 （単位：億円、%）

年　度
区　分

５年度
予算額

６年度 要求・要望額
対前年度比

全　国 3,323 3,980 119.8

北海道 795 952 119.8
※計数は直轄事業と補助事業を合わせた金額

2　農山漁村地域整備交付金 （単位：億円、%）

年　度
区　分

５年度
予算額

６年度 要求・要望額
対前年度比

全　国 774 921 119.0

北海道 89 106 119.0
※農山漁村地域整備交付金は補助のみ
※計数は農業農村整備、森林整備、水産基盤整備を合わせた金額

3　【非公共】農地耕作条件改善事業等 （単位：億円、%）

年　度
区　分

５年度
予算額

６年度 要求・要望額
対前年度比

全　国 543 655 120.6

北海道 28 未定 ― 　
※ 農地耕作条件改善事業等とは、農地耕作条件改善事業、畑作等促進整備事業、
農業水路等長寿命化・防災減災事業、農山漁村振興交付金（NN分）の合計
※北海道の5年度予算額は、8月末までに配分された金額
※現時点で、北海道への6年度要求・要望額の配分額は未定



1,077 

615 532 

780 775 800 792 822 846 859 862 861 864 864 952 

97 

136 
162 

278 282 
45 44 

587 396 421 428 442 357 376 320 

58 72 
137 94 

98 2 

98 111 

16 

0

500

1,000

1,500
当初（NN） 補正（NN） TPP等対策
防災・減災 臨・特 食料安保対策

1,487

1,175

1,058

1,379

1,261
1,270

1,442

844

1,057

532

702
751

1,356 1,335 1,298

952

（億円）

Ｈ21 R4 R5Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 R2 R3 R6概算要求

540 

6

　

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
と
北
海

道
土
地
改
良
区
運
営
基
盤
強
化
協
議
会
（
農

水
省
農
村
振
興
局
、
道
農
政
部
、
本
会
で
構

成
、
以
下
「
道
協
議
会
」）
は
８
月
25
日
、

札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
土
地
改
良
団
体
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
推
進
研
修
会
を
開
い

た
。
全
土
連
の
室
本
隆
司
専
務
理
事
が
講
師

と
な
り
、
土
地
改
良
団
体
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
を
進
め
る
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
研

修
を
行
っ
た
。

　

本
研
修
会
は
、
土
地
改
良
区
の
女
性
理
事

登
用
に
つ
い
て
、政
府
の
成
果
目
標
達
成
が
令

和
７
年
度
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
中
、
一
層

の
啓
発
・
普
及
を
目
的
に
全
土
連
と
道
協
議

会
の
共
催
で
開
催
。
研
修
会
に
は
土
地
改
良

区
の
理
事
長
ら
約
１
０
０
名
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
道
協
議
会
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
本
会
の
菊
地
博
会
長
は
、「
国
は
、
令

和
２
年
に
閣
議
決
定
し
た
第
５
次
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
お
よ
び
新
た
な
土
地
改
良
長

期
計
画
に
お
い
て
、令
和
７
年
度
末
ま
で
に
、

土
地
改
良
区
の
理
事
に
占
め
る
女
性
の
割
合

を
10
％
と
す
る
成
果
目
標
を
掲
げ
た
。
こ
れ

を
受
け
、
本
道
に
お
い
て
は
、
本
協
議
会
が

主
体
と
な
り
、
成
果
目
標
の
達
成
に
向
け
た

啓
発
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
日

の
研
修
会
を
契
機
に
、
土
地
改
良
区
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
へ
の
取
組
み
が
一
層
進
む

こ
と
を
期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

研
修
会
で
は
、
道
農
政
部
農
業
施
設
管
理

課
の
石
川
功
課
長
補
佐
が
、
北
海
道
の
女
性

理
事
登
用
の
現
状
の
説
明
と
、
道
協
議
会
の

取
組
み
と
し
て
令
和
７
年
度
ま
で
の
行
動
方

針
を
示
し
、「
道
と
し
て
も
、
登
用
に
係
る
支

援
と
し
て
指
導
助
言
や
、ノ
ウ
ハ
ウ
の
整
理
・

共
有
を
進
め
て
い
く
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

女
性
理
事
登
用
に
向
け
た
定
款
の
規
程
に
つ

い
て
、
想
定
す
る
状
況
に
対
す
る
具
体
的
な

例
を
説
明
し
た
。

道内土地改良区の理事長らが参加した男女共同参画推進研修会

農業農村整備事業予算の推移（北海道分）

　

６
年
度
国
営
事
業
の
北
海
道
に
お
け
る
新

規
着
手
地
区
で
は
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
２

地
区
と
国
営
総
合
農
地
防
災
２
地
区
を
要

求
。
ま
た
、
調
査
着
手
地
区
と
し
て
５
地
区

を
要
求
し
て
い
る
。

■
事
業
着
手
要
求
地
区

【
国
営
か
ん
が
い
排
水
】
２
地
区

▽
篠
津
運
河
下
流
＝
江
別
市
・
当
別
町

▽
清
川
二
期
＝
帯
広
市

【
国
営
総
合
農
地
防
災
】
２
地
区

▽
川
湯
跡
佐
北
＝
弟
子
屈
町

▽
川
湯
跡
佐
南
＝
弟
子
屈
町

■
調
査
着
手
要
求
地
区

【
国
営
か
ん
が
い
排
水
】
３
地
区

▽
夕
張
川
下
流
＝
岩
見
沢
市
・
江
別
市
・
南

幌
町
・
由
仁
町
・
長
沼
町

▽
天
塩
川
＝
士
別
市
・
名
寄
市
・
剣
淵
町

▽
羽
幌
用
水
＝
羽
幌
町

【
国
営
農
地
再
編
整
備
】
２
地
区

▽
富
良
野
西
＝
富
良
野
市

▽
問
寒
別
＝
幌
延
町

事
業
着
手
４
地
区
を
要
求

土
地
改
良
区
の

女
性
理
事
登
用
に
向
け
て

土
地
改
良
団
体
に
お
け
る

 

男
女
共
同
参
画
推
進
研
修
会
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本
会
は
９
月
29
日
、
令
和
５
年
度
第
１
回

土
地
改
良
区
委
員
会
を
開
い
た
。議
事
で
は
、

令
和
６
年
度
農
業
農
村
整
備
事
業
に
関
わ
る

国
費
予
算
の
概
要
等
に
つ
い
て
情
報
を
共
有

し
た
ほ
か
、
水
活
交
付
金
の
見
直
し
に
伴
う

影
響
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

委
員
会
に
は
、
委
員
10
名
の
ほ
か
、
藤
田

二
専
務
、
本
間
勤
常
務
、
道
農
政
部
農
村
振

興
局
農
業
施
設
管
理
課
の
高
山
洋
人
指
導
管

理
担
当
課
長
、石
川
功
課
長
補
佐
ら
が
出
席
。

        ９月29日に開いた第１回土地改良区委員会

「
水
活
交
付
金
の
見
直
し
に
伴
う

影
響
等
」に
つ
い
て
意
見
交
換

 

国
費
予
算
な
ど
を
情
報
提
供

第
１
回
土
地
改
良
区
委
員
会

　

全
土
連
の
室
本
専
務
は
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
つ
い
て
、「
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
個
性
と
能
力

の
発
揮
が
求
め
ら
れ
た
り
、
人
材
の
多
様
化

が
組
織
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
」
な
ど
、
男

女
共
同
参
画
の
推
進
の
意
義
や
、
関
係
す
る

制
度
、
進
め
た
場
合
の
効
果
を
交
え
て
説

明
。「
是
非
、
こ
の
機
会
に
土
地
改
良
団
体
で

意
識
的
に
女
性
を
登
用
し
、
男
女
で
意
見
を

出
し
な
が
ら
運
営
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
提
案
し
た
。
ま
た
、
全
国
の
土
地
改

良
区
に
お
け
る
女
性
理
事
登
用
の
事
例
を
紹

介
し
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
、
任
期
満
了
に
伴
う
正
副

委
員
長
の
互
選
を
行
い
、
委
員
長
に
河
村
委

員
（
渡
島
平
野
土
地
改
良
区
理
事
長
）、
副

委
員
長
に
榎
本
委
員
（
て
し
お
が
わ
土
地
改

良
区
理
事
長
）
を
再
任
し
た
。

　

再
選
さ
れ
、
挨
拶
に
立
っ
た
河
村
委
員
長

は
「
引
き
続
き
、
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
榎
本
副
委
員
長
と

と
も
に
、
土
地
改
良
区
委
員
会
の
所
期
の
目

的
達
成
に
向
け
て
、
鋭
意
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
協
力
を
求
め
た
。
ま
た
、
国
費
予
算

確
保
に
向
け
て
、「
建
設
資
材
価
格
の
高
騰
な

ど
物
価
高
騰
も
踏
ま
え
て
、
令
和
６
年
度
当

初
予
算
と
、
補
正
予
算
の
確
保
に
向
け
、
委

員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

議
事
で
は
、
石
川
課
長
補
佐
か
ら
令
和
６

年
度
農
業
農
村
整
備
事
業
に
関
わ
る
国
費
予

算
の
概
要
と
女
性
理
事
の
登
用
の
状
況
、
畑

地
化
支
援
を
受
け
た
農
地
の
整
備
の
考
え
方

な
ど
に
つ
い
て
情
報
提
供
さ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
土
地
改
良
区
の
財
務
管
理
強

化
対
策
に
つ
い
て
、
貸
借
対
照
表
の
作
成
・

公
表
な
ど
土
地
改
良
法
改
正
に
対
す
る
土
地

改
良
区
の
取
組
状
況
や
次
年
度
指
導
監
査
に

向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
確
認
し

た
。

　

ま
た
、
水
活
交
付
金
の
見
直
し
に
伴
う
影

響
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
各
委
員

か
ら
は
、「
畑
地
化
に
伴
い
水
利
施
設
の
撤
去

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
費
用
を
改
良
区
で

負
担
す
る
こ
と
は
難
し
い
」、「
決
済
金
の
支

援
を
受
け
て
改
良
区
運
営
を
す
る
が
、
賦
課

金
収
入
が
大
幅
に
落
ち
、
運
営
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
を
懸
念
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

当
日
出
席
し
た
正
副
委
員
長
以
外
の
委
員

は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

（
委
員
）

▽
大
滝
崇
夫
（
恵
庭
土
地
改
良
区
理
事
長
）

▽
阪
口
徳
幸
（
新
十
津
川
同
）
▽
佐
々
木
辰

善（
大
雪
同
）▽
酒
井
誠
一（
狩
場
利
別
同
）

▽
阿
部
修
一（
安
平
町
同
）▽
西
保
明
裕（
帯

広
市
同
）
▽
岩
崎
隆
幸
（
北
見
同
）
▽
荒
木

俊
彦
（
オ
ロ
ロ
ン
同
）

本
会
等
の
主
要
行
事
予
定

○
12
月
11
日（
月
）15
時
00
分
〜

　

・
第
４
回
理
事
会

○
１
月

　

・
北
海
道
水
土
里
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

　

・
第
２
回
土
地
改
良
区
委
員
会

○
２
月
中
旬

　

・
土
地
改
良
区
参
事・事
務
局
長
会
議

○
２
月
下
旬

　

・
第
２
回
総
務
金
融
委
員
会

　

・
第
２
回
支
部
事
務
局
長
会
議

○
３
月

　

・
第
５
回
理
事
会

　

・
通
常
総
会

※
時
間
等
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
正
式
文
書
は
追
って
送
付
し
ま
す
。
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土
地
改
良
区
の
役
割
を
国
民
に
広
く
発
信

し
、
そ
の
重
要
性
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
第
45
回
全
国
土
地
改
良
大
会
が
10
月
11

日
、
福
井
県
越
前
市
で
開
か
れ
た
。
農
林
水

産
副
大
臣
を
は
じ
め
農
水
省
の
幹
部
や
関
係

国
会
議
員
な
ど
多
く
の
来
賓
が
臨
席
し
、
全

国
か
ら
土
地
改
良
関
係
者
４
０
０
０
名
が
結

集
。
土
地
改
良
功
績
者
表
彰
や
基
調
講
演
、

事
例
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
大
会
宣

言
で
は
、「
新
た
な「
農
」の
展
開
と「
農
村
」

の
活
性
化
の
実
現
の
た
め
に
、
農
業
生
産
の

基
盤
と
な
る「
水（
み
ず
）」「
土（
つ
ち
）」「
里

（
さ
と
）」を
受
け
継
い
で
行
こ
う
」と
宣
言
。

満
場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
た
。
最
後
に
、
第

46
回
の
大
会
が
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
紹
介
さ
れ
、
大
会
旗
が
引
き
継
が
れ
た
。

　

会
場
で
は
物
産
展
コ
ー
ナ
ー
の
併
催
行
事

や
、
パ
ネ
ル
展
示
に
よ
る
福
井
県
の
農
業
農

村
整
備
事
業
の
取
組
等
が
紹
介
さ
れ
た
。
今

大
会
は
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
と

福
井
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
が
主
催

し
、
農
水
省
、
福
井
県
等
が
後
援
。

『
土
地
改
良
の
大
切
さ
を

 
共
有
し
て
発
信
し
て
い
こ
う
』

義
經
副
会
長
が
主
催
者
挨
拶
で
代
読

　

歓
迎
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
福
井
県
が
国
内
で
有
数
の
生
産
量
を
誇

る
マ
リ
ン
バ
・
ハ
ー
プ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に

よ
る
生
演
奏
や
、
地
元
和
太
鼓
集
団
Ｏ
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｋ
Ｏ
座
明
神
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
が
披
露

さ
れ
、
式
典
の
開
幕
を
盛
り
上
げ
た
。

　

開
会
で
は
、
開
催
県
の
福
井
県
土
地
改
良

事
業
団
体
連
合
会
の
山
﨑
正
昭
会
長
が
来
賓

並
び
に
全
国
各
地
か
ら
の
関
係
者
の
出
席
に

お
礼
を
述
べ
た
あ

と
、
主
催
者
挨
拶

で
全
国
土
地
改
良

事
業
団
体
連
合
会

の
義
經
賢
二
副
会

長
が
二
階
俊
博
会
長
の
挨
拶
を
代
読
。「
こ
の

大
会
を
通
じ
て
、
土
地
改
良
の
大
切
さ
を
全

国
の
皆
様
と
共
有
し
、
発
信
し
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

大
会
を
後
援
し
た
福
井
県
の
杉
本
達
治
知

事
、
越
前
市
の
山
田
賢
一
市
長
、
鯖
江
市
の

佐
々
木
勝
久
市
長
の
歓
迎
の
挨
拶
の
あ
と
、

農
林
水
産
省
の
武

村
展
英
副
大
臣
は

祝
辞
の
中
で
、
農

業
農
村
整
備
予
算

に
つ
い
て
、「
令
和

５
年
度
は
、
当
初
予
算
と
前
年
度
補
正
予
算

を
合
わ
せ
て
６
１
３
４
億
円
を
確
保
し
た

が
、事
業
の
着
実
な
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
と
も
、
必
要
な
予
算
の
安
定
的
な
確
保

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
」と
述
べ
た
。

　

都
道
府
県
土

地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
会
長

会
議
顧
問
の
進

藤
金
日
子
議
員

第45回全国土地改良大会福井大会
全国から約4,000名が結集、うち北海道から254名が参加
　　　　『「水

み

土
ど

里
り

」がある、「幸
しあわせ

福」がある、「笑顔」がある
　　　　　　　　～ふくいで語る土地改良の未来へ～』をテーマに

全土連
義經賢二副会長

農林水産省
武村展英副大臣

都道府県土地改良事業団体
連合会会長会議顧問

進藤金日子参議院議員
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は
「
予
算
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
国
の
予
算

だ
け
で
は
な
く
、
県
や
市
町
村
の
予
算
も
確

保
し
な
く
て
は
、
土
地
改
良
事
業
は
進
ま
な

い
。
国
家
的
な
課
題
で
あ
る
食
料
安
全
保
障

の
強
化
と
国
土
強
靭
化
を
一
体
的
に
で
き
る

の
は
土
地
改
良
で
あ
り
、
土
地
改
良
な
く
し

て
は
我
が
国
の
未
来
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
一
致
団
結
し
て
、
現
場
で
必
要
な
予
算

を
補
正
も
併
せ
て
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
い

く
こ
と
を
約
束
す
る
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　

宮
崎
議
員

は
、「
食
料
安
全

の
強
化
が
大
き

な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
に
向
け
た
議

論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
地
域
の
農
業
農

村
を
支
え
る
農
地
と
水
を
土
地
改
良
に
よ
っ

て
未
来
へ
繋
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

土
地
改
良
事
業
功
績
者
表
彰
で
は
、
農
林

水
産
大
臣
表
彰
６
名
、
農
林
水
産
省
農
村
振

興
局
長
表
彰
16
名
、
全
国
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
会
長
表
彰
44
名
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
授
与
さ
れ
、
本
道
か
ら
は
片
山
健
也
氏

（
ニ
セ
コ
町
長
）と
竹
中
貢
氏（
上
士
幌
町
長
）

が
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
長
表
彰
、
岩
崎

隆
幸
氏
（
北
見
土
地
改
良
区
理
事
長
）
が
全

国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
会
長
表
彰
の

栄
誉
に
浴
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
農
水
省
農
村
振
興
局
の

青
山
健
治
次
長
が
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
土
地
改

良
」
と
題
し
、
福
井
県
に
お
け
る
農
業
と
土

地
改
良
の
歩
み
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
の
見
直
し
な
ど
の
農
政
を
め
ぐ
る
動
き
に

つ
い
て
説
明
。
ま
た
、
土
地
改
良
の
更
な
る

推
進
に
つ
い
て
、
北
海
道
士
別
市
に
お
け
る

農
地
の
大
区
画
化
と
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入

事
例
な
ど
を
交
え
て
紹
介
し
た
。

　

次
に
、
福
井
県
な
ら
び
に
近
隣
の
優
良
事

例
地
区
紹
介
と
し
て
富
山
県
南
砺
市
土
地
改

良
区
理
事
長
の
定
司
俊
憲
氏
か
ら
「
土
地
改

良
区
に
お
け
る
女
性
理
事
登
用
」、
福
井
県

土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
理
事
の
川
合
久

利
子
氏
か
ら
「
女
性
理
事
と
し
て
」
と
題
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
女
性
理
事
登
用
の
効
果
や
男

女
共
同
参
画
に
向
け
た
今
後
の
取
組
み
、
女

性
理
事
の
活
動
事
例
等
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

大
会
宣
言
は
、
福
井
県
立
大
学
の
荒
井
湧

太
朗
さ
ん
と
同
大
学
の
川
端
凛
花
さ
ん
が
朗

読
。

　
「
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
福
井
県
の
農
業

は
、
古
く
か
ら
稲
作
を
中
心
に
発
展
し
て
き

た
。
全
国
的
に
農
家
の
高
齢
化
、
担
い
手
不

足
が
深
刻
化
し
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
が
、
農
業
生
産
基
盤
を
私

た
ち
が
受
け
継
ぎ
、
生
産
力
を
高
め
る
農
地

の
整
備
や
老
朽
化
し
た
農
業
水
利
施
設
の
更

新
・
長
寿
命
化
対
策
等
を
進
め
な
が
ら
、
次

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
責
務
。
福

井
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
未
来
の
土

地
改
良
に
つ
い
て
語
り
、
夢
の
あ
る
農
業
と

賑
わ
い
の
あ
る
農
村
の
創
出
を
目
指
す
」
と

高
ら
か
に
宣
言
し
た
。

次
期
大
会
開
催
地
「
千
葉
県
」
に

大
会
旗
を
引
き
継
ぎ

　

式
典
後
半
で
は
、
次
期
大
会
を
千
葉
県
で

開
催
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
福
井
県
土
地

改
良
事
業
団
体
連
合
会
の
山
﨑
会
長
か
ら
全

国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
の
義
經
副
会

長
を
経
て
千
葉
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
の
森
英
介
会
長
へ
大
会
旗
が
手
渡
さ
れ

た
。
森
会
長
は
「
第
46
回
全
国
土
地
改
良
大

会
千
葉
大
会
は
〝
ふ
さ
の
国
か
ら
飛
び
立
て

水
土
里
の
恵
み　

力
強
く
未
来
に
繋
ご
う
水

土
里
の
礎
〞
を
テ
ー
マ
に
令
和
６
年
10
月
22

日
に
開
催
す
る
。
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
皆

様
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
心
よ
り
お

待
ち
申
し
上
げ
る
」
と
次
期
開
催
に
向
け
た

決
意
を
述
べ
た
。

　

式
典
翌
日
か
ら
は
、
県
内
の
農
業
農
村
整

備
事
業
地
区
等
を
視
察
し
た
。

都道府県土地改良事業団体
連合会会長会議顧問

宮崎雅夫参議院議員

大会旗を掲げる千葉県土地改良事業団体連合会の森会長
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全
国
土
地
改
良
大
会
の
席
上
で

片
山
氏（
ニ
セ
コ
町
長
）

竹
中
氏（
上
士
幌
町
長
）が 

農
水
省
農
村
振
興
局
長
表
彰

全
土
連
会
長
表
彰 

に 

岩
崎
氏
（
北
見（
区
）理
事
長
）

　

10
月
11
日
、
令
和
５
年
度
全
国
土
地
改
良

事
業
功
績
者
表
彰
が
第
45
回
全
国
土
地
改
良

大
会
式
典
の
席
上
に
て
行
わ
れ
た
。
本
道
か

ら
、
後
志
管
内
ニ
セ
コ
町
長
の
片
山
健
也
氏

と
十
勝
管
内
上
士
幌
町
長
の
竹
中
貢
氏
が
農

林
水
産
省
農
村
振
興
局
長
表
彰
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
管
内
北
見
土
地
改
良
区
理
事
長
の
岩
崎
隆

幸
氏
が
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
長

表
彰
の
栄
誉
に
浴
し
た
。

　

片
山
氏
は
、

平
成
21
年
に
町

長
に
就
任
以

来
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り

な
が
ら
地
区
調

査
を
実
施
し
、
平
成
26
年
か
ら
国
営
緊
急
農

地
再
編
整
備
事
業
ニ
セ
コ
地
区
が
着
工
と
な

り
、
１
４
９
０
ha
に
及
ぶ
農
地
の
区
画
整
理

や
排
水
改
良
等
の
整
備
が
現
在
も
推
進
中
で

あ
り
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
企
画
力
、
指
導
力
に

よ
っ
て
各
種
課
題
を
乗
り
越
え
事
業
を
遂
行

し
、
農
業
生
産
力
の
向
上
と
農
業
経
営
の
安

定
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
に
農
地
・
水
・
環
境

保
全
向
上
対
策
の
事
業
を
開
始
し
、
現
在
に

至
る
ま
で
、
日
本
型
直
接
支
払
制
度
を
積
極

的
に
活
用
し
、
農
用
地
の
適
切
な
保
全
と
長

寿
命
化
、
都
市
住
民
と
の
交
流
に
よ
る
地
域

活
性
化
な
ど
、
活
動
計
画
に
基
づ
く
地
域
ぐ

る
み
の
活
動
を
実
施
し
、
国
土
保
全
と
自
立

的
な
質
の
高
い
地
域
活
動
を
定
着
さ
せ
、
地

域
農
業
・
農
村
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
た
功

績
は
大
き
い
。

　

氏
は
平
成
29
年
か
ら
、
北
海
道
土
地
改
良

事
業
団
体
連
合
会
農
業
農
村
整
備
推
進
委
員

会
委
員
を
務
め
、
平
成
31
年
２
月
か
ら
、
同

後
志
支
部
副
支
部
長
に
就
任
さ
れ
、
地
域
の

農
業
農
村
整
備
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
功
績
は
誠
に
大
き
く
関
係
者
の
信

頼
は
絶
大
な
も
の
が
あ
る
。

　

竹
中
氏
は
、

平
成
13
年
に
町

長
に
就
任
以

来
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
国
営

か
ん
が
い
排
水
事
業
上
士
幌
北
地
区
、
道
営

畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
等
の
各
種
農
業
農
村

整
備
事
業
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
、
そ
の
す

ぐ
れ
た
企
画
力
、
指
導
力
に
よ
っ
て
各
種
課

題
を
乗
り
越
え
事
業
を
遂
行
し
、
農
業
生
産

力
の
向
上
と
農
業
経
営
の
安
定
に
多
大
の
貢

献
を
さ
れ
て
い
る
。
畜
産
バ
イ
オ
マ
ス
を
核

と
し
た
資
源
循
環
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消

を
推
進
し
て
お
り
、
農
業
経
済
と
農
村
環
境

の
好
循
環
の
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　

氏
は
平
成
27
年
か
ら
平
成
31
年
ま
で
、
北

海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
農
業
農
村

整
備
推
進
委
員
会
委
員
を
務
め
、
令
和
２
年

５
月
か
ら
令
和
５
年
５
月
ま
で
、
同
十
勝
支

部
副
支
部
長
に
就
任
さ
れ
、
地
域
の
農
業
農

村
整
備
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

功
績
は
誠
に
大
き
く
関
係
者
の
信
頼
は
絶
大

な
も
の
が
あ
る
。

岩
崎
氏（
北
見
土
地
改
良
区
理
事
長
）

 
 

が
全
土
連
会
長
表
彰

　

岩
崎
氏
は
、
平
成
21
年
７
月
か
ら
北
見
土

地
改
良
区
理
事
、
平
成
27
年
か
ら
は
同
副
理

事
長
、
平
成
29
年
か
ら
は
地
域
組
合
員
の
強

い
推
挙
を
う
け
て
同
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、

以
来
、
地
域
の

農
業
生
産
基
盤

の
整
備
と
土
地

改
良
区
の
健
全

な
運
営
に
努

め
、
特
に
、
国

営
か
ん
が
い
排
水
事
業
を
は
じ
め
各
種
土
地

改
良
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
農
業
の
近

代
化
の
確
立
に
向
け
て
、
農
業
用
水
の
安
定

供
給
と
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
図
る
た

め
の
農
地
の
大
区
画
化
・
汎
用
化
、
排
水
対

策
等
に
尽
力
し
た
。

　

理
事
長
に
就
任
後
、
国
営
事
業
で
は
、
か

ん
が
い
排
水
事
業
北
見
二
期
地
区
、
道
営
畑

地
帯
総
合
整
備
事
業
で
は
、北
見
北
２
地
区
、

１
３
４
４
ha
に
及
ぶ
農
地
の
区
画
整
理
や
排

水
改
良
等
の
整
備
を
推
進
し
、
令
和
５
年
度

以
降
も
相
内
２
地
区
、
４
０
２
ha
の
実
施
を

計
画
し
て
お
り
、
地
域
農
業
の
発
展
に
多
大

の
貢
献
を
し
て
き
た
こ
と
は
関
係
者
も
広
く

認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

氏
は
平
成
29
年
か
ら
北
海
道
土
地
改
良
事

業
団
体
連
合
会
理
事
、
同
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部

副
支
部
長
、
同
土
地
改
良
区
委
員
会
委
員
に

就
任
し
、
平
成
30
年
か
ら
は
同
農
業
農
村
整

備
推
進
委
員
会
委
員
を
務
め
、
地
域
は
も
と

よ
り
全
道
的
立
場
か
ら
本
道
の
農
業
農
村
整

備
事
業
の
推
進
及
び
本
会
の
円
滑
な
業
務
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
功
績
は
誠

に
大
き
く
関
係
者
の
信
頼
は
絶
大
な
も
の
が

あ
る
。
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等
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
将
来
の
地
域
農
業

の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
情
報
は
、
今
後
の
国
営

事
業
計
画
を
構
想
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
た

め
、
小
さ
な
こ
と
で
も
情
報
共
有
を
」
と
呼

び
か
け
た
。

　

学
校
法
人
北
工
学
園

の
松
岡
市
郎
企
画
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
前
・

東
川
町
長
）
は
「
北
海

道
一
幸
せ
な
町
長
」
と
題
し
、
２
０
０
３
年

か
ら
20
年
に
亘
り
東
川
町
長
を
務
め
ら
れ
た

経
験
か
ら
、
国
や
道
の
制
度
を
活
用
し
た
町

づ
く
り
の
視
点
や
、
20 

㏊
の
敷
地
内
に
学
校

の
給
食
を
賄
う
学
校
田
や
野
球
場
も
あ
る
小

学
校
の
移
転
新
築
事
業
の
事
例
を
紹
介
。「
前

例
が
な
い
、
予
算
が
な
い
と
は
言
わ
ず
に
良

い
提
案
が
あ
れ
ば
ゼ
ロ
か
ら
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
子
育
て
、
教
育
、
環
境
の
整
備

に
力
を
入
れ
た
結
果
、
全
体
の
人
口
増
加
よ

り
児
童
の
増
加
率
が
上
回
る
な
ど
町
の
持
続

発
展
に
繋
が
っ
て
い
る
」
と
説
い
た
。

　

上
川
農
業
試
験
場
水

稲
畑
作
グ
ル
ー
プ
の
尾

崎
洋
人
研
究
主
幹
は

「
北
海
道
に
お
け
る
水

稲
品
種
改
良
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
講

演
。
北
海
道
に
お
け
る
水
稲
育
種
の
歴
史
、

品
種
改
良
の
手
順
や
評
価
方
法
、
今
後
の
育

種
の
方
向
性
に
つ
い
て
説
明
。「
初
期
の
北
海

道
米
は
食
味
が
悪
く
、
な
か
な
か
売
れ
な

か
っ
た
。
全
国
に
先
駆
け
て
成
分
育
種
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
で
食
味
が
改
善
し
、
４
割
程

　

本
会
は
10
月
５
日
、
旭
川
市
内
の
ホ
テ
ル

で
、
会
員
団
体
職
員
の
情
報
共
有
と
資
質
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
職
員
部
会
の
全

道
研
修
会
を
開
い
た
＝
写
真
。
旭
川
開
発
建

設
部
の
本
保
利
征
次
長
や
松
岡
市
郎
・
前
東

川
町
長
、
都
道
府
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連

合
会
会
長
会
議
顧
問
の
宮
崎
雅
夫
参
議
院
議

員
ら
を
講
師
に
招
き
、
全
道
か
ら
土
地
改
良

区
や
市
町
村
等
の
職
員
約
１
６
０
名
が
参
加

し
た
。

す
る
感
謝
の
意
を
述
べ
た
の
ち
、「
本
日
の
研

修
会
で
は
３
名
の
講
師
の
方
か
ら
ご
講
演
を

い
た
だ
く
。
会
員
団
体
職
員
の
資
質
向
上
と

な
る
よ
う
祈
念
す
る
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
本
会
上
川
支
部
榎
本
好
男
支
部

長
は
、
６
月
以
降
の
局
地
的
な
豪
雨
や
台
風

な
ど
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
た
の
ち
、
令
和
６
年
度
国
費
予
算
の
概

算
要
求
に
つ
い
て
触
れ
、「
年
末
に
予
定
さ
れ

て
い
る
予
算
の
概
算
決
定
に
向
け
て
、
土
地

連
と
し
て
全
力
で
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
、会
員
の
支
援
・
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
上
川
総
合
振
興
局
の
植
村
一
郎
産

業
振
興
部
長
は
、
今
年
度
、
道
内
で
発
生
し

た
農
業
用
水
に
係
る
突
発
事
故
に
つ
い
て
触

れ
、「
改
め
て
、
用
水
を
安
定
供
給
す
る
た
め

の
水
利
施
設
整
備
や
土
地
改
良
区
が
担
う
業

務
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
」と
述
べ
た
。

　

講
演
で
は
、
本
保
農

業
担
当
次
長
が
、
農
業

農
村
整
備
事
業
の
現
状

と
新
た
な
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
、
現
在
旭
川
開
発
建
設
部
で
実
施

中
の
国
営
事
業
や
、
国
営
事
業
の
実
施
を
契

機
に
新
規
就
農
者
が
増
加
し
地
域
が
活
性
化

し
た
事
例
な
ど
を
紹
介
。「
施
設
の
維
持
管
理

　

研
修
会
で
は
、
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
永
田
哲
也
職
員
部
会
長
（
北
海
土
地
改
良

区
参
事
）
は
、
全
道
各
地
か
ら
の
出
席
に
対

度
だ
っ
た
道
内
食
率
が
現
状
９
割
ま
で
向
上

し
て
い
る
。
今
後
は
、
生
産
者
の
数
が
減
っ

て
き
て
い
る
中
で
、
省
力
・
低
コ
ス
ト
栽
培

で
の
安
定
供
給
を
目
指
し
た
品
種
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
展
望
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
宮
崎
議
員

よ
り
「
土
地
改
良
事
業

を
巡
る
情
勢
報
告
」
と

題
し
て
講
演
。
土
地
改

良
予
算
・
制
度
の
状
況
や
、
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
説
明
。「
現

在
の
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
は
、
生
産

性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
基
盤
整
備
を
推
進

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
新
た
な
展
開
方
向
で

は
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
、
保
全
管
理

の
推
進
を
２
本
目
の
柱
と
し
、
土
地
改
良
区

の
運
営
基
盤
の
強
化
が
重
要
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
今
後
、
基
盤
を
ど
の
よ
う
に
し
て
強

化
す
る
の
か
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を
行

う
」
と
語
っ
た
。

　

翌
日
は
、
国
営
緊
急
農
地
再
編
事
業
大
雪

東
川
第
一
地
区
、
国
営
忠
別
地
区
土
地
改
良

事
業
忠
別
ダ
ム
な
ど
を
視
察
し
た
。

令
和
６
年
度
全
道
研
修
会
は
檜
山
・

渡
島
支
部
を
予
定

　

同
日
、
研
修
会
に
先
立
ち
開
い
た
令
和
５

年
度
第
２
回
職
員
部
会
委
員
会
で
、
令
和
６

年
度
全
道
研
修
会
の
担
当
支
部
に
つ
い
て
協

議
。
檜
山
・
渡
島
支
部
合
同
で
開
催
す
る
こ

と
と
し
た
。　

職
員
部
会
全
道
研
修
会

北
海
道
農
業
の
更
な
る
発
展
に
向
け
た

 

検
討
課
題
な
ど
を
考
え
る
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